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私のR8Cマイコンのプログラム

　過去の私の動画を見て、百円マイコン（R8C）
の　HEWプロジェクト一式を ダウンロードされ
た方も、おられると思います。

但しプログラムソースに関わる説明を、今まで
殆どしていませんでした。　私の R8Cマイコン
のプログラムソースは、初心者にとっては、
ソースファイルが、やたら多くて ちょっと難しく
見えるかなと思います。　

　ここでは、C言語を 多少扱われた方を　対象
に説明します。　私のプログラムは、C言語と
R8Cのアセンブラと 混在させた、I/O処理の
サブルーチンライブラリプログラムを 作成して
います。

　C言語のソースファイル拡張子は　．c で、
ヘッダーファイルが　．h です。

R8Cマイコンの　アセンブラ言語の
ソースファイル拡張子は　．a30 で、
インクルードファイルが　．inc です。

私が作ったI/O処理ライブラリのソースファイル
は、R8CM1_IOCS.... というファイル名と、 IOCS....
というファイルの　ファイルが複数存在します。
 I/O処理サブルーチンが、機能ごとに分かれた
ファイルになっています。

　次のページで、私の IOCSプログラムの階層構
造図を示します。　各ファイルが、どのような役割
を果たしているか、凡そ 分かると思います。

関数の一覧は、 R8CM12_IOCS.h を 参照して
下さい。　各関数の引数の仕様等は、その関
数を実装するソースファイルを 参照して下
さい。



R8CM12_IOCSモジュールの
種類と階層図

初期化処理 その他

R8CM1_IOCS_INIT.a30

インターバルタイマー処理

R8CM1_IOCS_TIMER.a30

シリアル通信基本処理

R8CM1_IOCS_UART.a30

A/D変換基本処理

R8CM1_IOCS_ADC.a30

サムチェック処理

R8C_SumCheck.a30

Data EEPROM書込み基本処理

R8CM1_IOCS_EEPROM.a30

シリアル通信文字列送信処理

IOCS_sio_print.c

Data EEPROM Access上位処理

IOCS_EEPROM_sub.c

メインと
アプリケーション

に依存する部分。

規模にも よるが
複数のファイルで
構成される事を

想定する。

共通 I/O処理 上位層

共通 I/O処理 下位層

文字列処理

string_sub.c

R8CM12_IOCS.h

ヘッダー
ファイル

cpu_select.h

TypeDefine.h インクルードファイル

cpu_select.inc

この色は、Ｃ言語系

この色は、R8Cアセンブラ系

string_sub.h



I2Cモジュールと
OLED制御IC SSD1306モジュール

種類と階層図

メインと
アプリケーション

に依存する部分。

I2C パケット 送受信処理

i2c_packet.h

I2C トランスポートコントロール

i2c_tport.inc

I2C トランスポートコントロール

i2c_tport.a30

I2C パケット 送受信処理

i2c_packet.c

SSD1306 OLEDドライバ処理

dsd_OLED_sub.h

SSD1306 OLEDドライバ処理

dsd_OLED_sub.c

OLED 制御コマンド、フォント読出し

dsd_tech_pn1.a30

８ｘ１６ビットマップ フォントファイル

BMF_8x16_ASCII_KANA.inc



HEWの 新規Projectで
IOCSや I2Cを使うには

　今回、IOCSや、I2C、OLEDのドライバソフト
の構成の概要を　説明しました。

　でも HEWで、新規Projectを作成して、その
Projectに IOCSや I2Cの機能を 組み込むには
どうすれば、いいのか。？　
HEW初心者の方は、悩みますよね。

　秋月電子の R8C開発キットには、最低限の
HEWの使い方が、説明されていますが、ソース
ファイルが、メインのファイル１本で、俗にいう
Ｌチカの単純なプログラムなので、本格的な使
い方とは、ほど遠いですよね。

　よって今回、IOCSなどの 複数のソースを、
HEWProjectに登録して、使える様にする方法
を、少し説明します。

　まず、ダウンロードしたファイルから、IOCSの
種類と階層図で説明したソースファイル、ヘッ
ダーファイル、インクルードファイルを、目的の
HEW Projectの メインのソースファイルが、
入っているフォルダにコピーして下さい。　
必ず Projectを 生成した後に、コピーして下さ
い。

　でも、Projectの ソースフォルダに IOCSの
ソースを、コピーしただけでは、ダメで　Project
に 追加するソースファイルを、認識させるため
追加登録する必要があります。

その方法を、画面のビットマップを見ながら説
明します。
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RAMの 先頭アドレス：400 を  300 に変えて
[ OK ] をクリックする。





1

2



ROMの 先頭アドレス：E000 を  8000 に変えて
[ OK ] をクリックする。











data_NEI
                        000080ba  000080c5         c   2
data_NOI
                        000080c6  000080c6         0   1
program
                        000080c6  0000ad3f      2c7a   2

vector
                        0000fed8  0000ffd7       100   2
fvector
                        0000ffd8  0000ffff        28   1

11,386 byte

M120A_400K_I2C.map 内容の一部分



I2C ソフトを、bit転送速度 400Kbpsで、R8C/M120Aに対応させた結果

　最終的に、うまく行きましたが、だいぶ難儀しま
した。　ソフト I2C処理 下位層の i2c_tport.inc と
i2c_tport.a30 の改修を行いました。

　当初、R8C/M110A専用に作成していた
I2c_tport.inc を アセンブル制御 .IF ～ .ELSE
～ .ENDIF で R8C/M110A と R8C/M120A の
コーディングを 切り分けていましたが、 変更箇
所が、13箇所発生し、不可解な現象にぶつかり
しばらく悩んでいました。

いろいろ考えた末に、i2c_tport.inc を　
i2c_tport_m110.inc と i2c_tport_m120.inc の2つに
ファイルを分ける事にしました。　
i2c_tport_m120.a30  先頭で、インクルードファイ
ルを、取りこむところで、アセンブル制御で、
上記、.inc ファイルの取り込みを スイッチして

　取り込みする事にしました。

という事で、i2c_tport.a30 は、先頭の部分変更で
上位層から呼び出される関数仕様は、変更前と
同じです。
　i2c_tport.inc（ M110A専用 ） は　
i2c_tport_m110.inc に ファイル名を変更し、
新たに　i2c_tport_m120.inc（ M120専用 ）を 作成
しました。

　上位層の互換性を維持していたので、OLEDの
アクセス処理は、以前の M110Aで動いていたソ
フトを、そのまま持ってきて、あっさり動きました。



I2Cモジュールと
OLED制御IC SSD1306モジュール

種類と階層図 （ 変更後 ）

メインと
アプリケーション

に依存する部分。

I2C パケット 送受信処理

i2c_packet.h

I2C トランスポートコントロール

i2c_tport_m120.inc ( 新規 )

I2C トランスポートコントロール

i2c_tport.a30

I2C パケット 送受信処理

i2c_packet.c

SSD1306 OLEDドライバ処理

dsd_OLED_sub.h

SSD1306 OLEDドライバ処理

dsd_OLED_sub.c

OLED 制御コマンド、フォント読出し

dsd_tech_pn1.a30

８ｘ１６ビットマップ フォントファイル

BMF_8x16_ASCII_KANA.inc

I2C トランスポートコントロール

i2c_tport_m110.inc ( ファイル名変更 )



USBオシロで

I2Cクロック測定



調整前

294.1KHz



調整後

403.2KHz




